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第１節 計画の推進と進行管理 

  

本計画は、地域福祉に関わる活動や取組を、市と市民と事業者（所）がお互いに連携して効果的に行

うことが大切です。 

本計画の取組を実施していく中で、ＰⅮＣＡサイクルを実行するとともに、地域生活課題に対し、よ

り効果的に事業を実施する必要があります。 

 

【進行管理のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (改善) 
 

【施策実施における 

問題・課題への対応】 

  (評価) 
【所管課による自己評価】 

【市民、福祉関係者等で 

構成する機関による 

点検及び評価】 

  (実行) 
 

【所管課による  

  施策の実施】 

  (計画) 

【市民（地域住民） 

参加による計画策定】

統計データ収集・市民意識

調査・団体聴き取り調査等

による問題・課題と成果等

の把握 

市民への進捗状況

や成果の公表 

（中間報告） 

計画や施策の見直し 計画の公表 

Ｐ 

Ａ 

Ｃ 

Ｄ 
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第２節 計画の評価と指標の設定 

 

本計画の達成度を見る１つの指標とするため、３つの基本目標及び本計画に内包される３つの個別計

画（「再犯防止推進計画」・「自殺対策計画」・「成年後見制度利用促進計画」）に指標を設定します。 

それぞれの指標は、目標の達成状況を測る成果指標と、目標達成に向けた市の取組状況を測る取組指

標によって構成されます。 

また、次期計画へつなげていくため、所管課による施策・事業の自己評価を実施し、計画の最終年度

に当たる令和８年度には、市民、福祉関係者等で構成する外部の評価委員会を設置し、施策・事業の進

捗状況について数値目標等を用いながら、点検及び評価を行います。 

取りまとめた評価の状況は市報、ホームページを通じて広く市民に公表します。 

なお、新たな問題・課題への対応を図るため、必要に応じて施策・事業の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


